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２
０
１
０
年
９
月
28
日
、
朝
鮮
労
働
党
の
代
表
者
会
が

44
年
ぶ
り
に
、
中
央
委
員
会
総
会
が
17
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
翌
日
未
明
に
は
金キ

ム
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
総
書
記
の
三
男
と
い
わ
れ
る

金キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
氏
の
名
が
入
っ
た
党
幹
部
名
簿
が
公
表
さ
れ
た
。

　

党
代
表
者
会
の
目
的
は
「
最
高
指
導
機
関
の
選
挙
」
と

事
前
発
表
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
を
喚
起
し
た

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
金
正
恩
氏
公
式
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
な

り
、
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
金
正
恩
氏
は
、
中
央
軍

事
委
員
会
に
新
設
さ
れ
た
副
委
員
長
職
に
就
き
、
事
実
上

後
継
者
と
し
て
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
現
時
点

で
北
朝
鮮
の
公
式
メ
デ
ィ
ア
が
彼
を
「
後
継
者
」
だ
と
明

言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
昨
年
か
ら
同
国
国
内
で

は
、
金
正
恩
氏
が
金
正
日
総
書
記
の
「
偉
業
」
を
受
け
継

ぐ
人
物
で
あ
る
と
の
宣
伝
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
同
氏
が
就
任
し
た
ポ
ス
ト
は
、
常
識
的
に
は
20
代
後
半

の
若
者
が
就
け
る
も
の
で
は
な
い
。
公
開
さ
れ
た
映
像
を

見
て
も
、
明
ら
か
に
一
人
だ
け
極
端
に
若
く
、
唯
一
、
人

民
服
を
着
用
し
た
金
正
恩
氏
が
最
前
列
に
お
り
、
特
別
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
印
象
付
け
る
の
に
十
分
な
も

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
金
正
日
総
書
記
の
後
継
者
は
誰
か
、
そ

も
そ
も
再
び
世
襲
な
の
か
、
と
い
う
長
年
の
論
議
に
は
と

り
あ
え
ず
決
着
が
付
い
た
こ
と
に
な
る
。
金
正
日
総
書
記

が
還
暦
を
迎
え
た
２
０
０
２
年
こ
ろ
か
ら
長
男
・
金キ

ム
ジ
ョ
ン
ナ
ム

正
男

金
正
恩
の
公
式
化

―
44
年
ぶ
り
の
党
代
表
者
会
開
催

慶
應
義
塾
大
学
専
任
講
師 

礒
﨑 

敦
仁
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氏
、
二
男
・
金キ

ム
ジ
ョ
ン
チ
ョ
ル

正
哲
氏
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
の
人
物
が
後

継
す
る
説
や
集
団
指
導
体
制
の
可
能
性
も
含
め
て
多
様
な

「
情
報
」
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
。
一
時
、北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア

の
論
調
に
も
、
後
継
者
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
と
読
み

取
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
そ
れ
が
公
に
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
本
来
の
意
味
を
持
つ
。
今
回
の

金
正
恩
氏
の
登
場
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
の
本
質
が
長
子
重

視
の
儒
教
伝
統
よ
り
も
、
独
裁
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。
後
継
者
の
選
定
は
最
高
指
導
者
の
専
権
事
項

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

  

金
正
日
流
の
前
例
踏
襲

　

金
正
日
総
書
記
が
公
の
場
に
登
場
し
て
か
ら
30
年
間
、

ソ
連
・
東
欧
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
を
経
て
も
そ
の
体
制

を
護
持
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
回
の
後
継
者
問

題
は
北
朝
鮮
に
と
っ
て
成
功
し
た
前
例
だ
と
言
え
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
経
験
は
相
当
程
度
踏
襲
さ
れ
、
党
機
関

紙
『
労
働
新
聞
』
は
、
金
正
日
氏
が
後
継
者
に
内
定
し
た

「
１
９
７
０
年
代
」と
現
在
を
対
比
す
る
記
事
を
昨
年
か
ら

た
び
た
び
掲
載
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
前
例
の

完
全
踏
襲
で
は
な
く
、
今
回
は
大
き
く
二
つ
の
相
違
点
が

見
ら
れ
た
。
後
継
体
制
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
展
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
と
、「
先
軍
政
治
」
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

昨
年
1
月
に
韓
国
の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
が
「
三
男
が
後
継

者
に
内
定
し
た
」
と
報
じ
て
以
来
、
称
揚
歌
「
パ
ル
コ
ル

ム
（
足
音
）」
の
流
布
や
金
正
恩
氏
を
た
た
え
る
ポ
ス
タ
ー

の
写
真
、
異
母
兄
・
金
正
男
氏
と
み
ら
れ
る
人
物
の
証
言

と
い
っ
た
状
況
証
拠
が
矢
継
ぎ
早
に
出
て
き
た
。
い
ず
れ

も
金
正
恩
氏
が
後
継
者
に
内
定
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
決

定
的
証
拠
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
材

料
も
出
て
こ
な
か
っ
た
の
が
今
回
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。

　

中
央
軍
事
委
副
委
員
長
に
就
任
し
た
金
正
恩
大
将
は
、

党
代
表
者
会
当
日
に
行
わ
れ
た
記
念
撮
影
の
後
も
、
朝
鮮

人
民
軍
第
８
５
１
軍
部
隊
軍
人
の
訓
練
視
察
（
10
月
５
日

報
道
）、党
創
建
65
周
年
に
際
し
て
開
催
さ
れ
た
銀
河
水
管

弦
楽
団
の
「
10
月
音
楽
会
」
観
覧
（
10
月
６
日
報
道
）
に

続
き
、
10
月
９
日
に
は
中
央
報
告
大
会
へ
の
出
席
、
同
日

夜
に
は
マ
ス
ゲ
ー
ム
「
ア
リ
ラ
ン
」
で
訪
朝
中
の
周
永
康
・
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中
国
共
産
党
政
治
局
常
務
委
員
と
も
対
面
す
る
な
ど
、
動

静
報
道
が
連
日
続
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
は
、金
正
日
書
記
（
当
時
）
が
デ
ビ
ュ
ー

し
た
30
年
前
の
前
例
よ
り
も
急
速
に
後
継
体
制
の
整
備
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
金
正
日
書
記
の
場

合
は
、
後
継
者
と
し
て
内
定
し
て
か
ら
６
年
ほ
ど
の
準
備

期
間
を
経
て
、
１
９
８
０
年
10
月
10
日
の
第
６
回
党
大
会

で
初
め
て
公
式
報
道
に
そ
の
名
を
現
し
て
い
た
。
そ
れ
か

ら
長
ら
く
動
静
報
道
が
な
く
、
１
９
８
１
年
５
月
30
日
に

金
日
成
主
席
の
側
近
幹
部
だ
っ
た
沈シ

ム
チ
ャ
ン
ワ
ン

昌
完
氏
の
霊
前
を
弔

問
し
た
（
５
月
29
日
）
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
後
、
妙
香
山

地
区
（
５
月
18
日
～
22
日
）
を
皮
切
り
に
、
徐
々
に
「
実

務
指
導
」
が
開
始
さ
れ
た
。
同
年
中
に
李リ

ケ
ベ
ク

季
白
朝
鮮
総
連

副
議
長
や
在
日
朝
鮮
青
年
学
生
祝
賀
団
等
と
も
会
見
し
て

い
る
が
、
外
国
要
人
と
の
会
見
は
も
っ
と
後
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
前
例
を
は
る
か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
ド

で
金
正
恩
氏
が
登
場
し
て
き
た
背
景
に
は
、
２
０
０
８
年

８
月
に
悪
化
し
た
と
さ
れ
る
金
正
日
総
書
記
の
健
康
状
態

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

時
間
軸
に
加
え
、
い
ま
一
つ
の
特
徴
は
、
金
正
日
総
書

記
が
十
数
年
来
掲
げ
て
き
た
「
先
軍
政
治
」
の
色
濃
い
影

響
で
あ
る
。
折
し
も
、
８
月
25
日
は
「
先
軍
革
命
領
導
50

周
年
」
で
あ
る
と
し
て
大
規
模
行
事
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、北
朝
鮮
で
は
歴
史
の
書
き
換
え
が
進
ん
で
お
り
、金

正
日
氏
は
弱
冠
18
歳
の
時
か
ら
軍
を
率
い
て
き
た
と
強
調

さ
れ
て
き
た
。
中
央
軍
事
委
員
会
は
、
昨
年
２
月
に
金
正

日
総
書
記
が
委
員
長
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

ば
か
り
の
組
織
だ
が
、
金
正
恩
氏
が
、
軍
を
指
導
す
る
立

場
に
あ
る
同
機
関
の
ナ
ン
バ
ー
２
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
先

軍
政
治
」
を
継
続
し
て
い
く
意
思
が
明
確
に
な
っ
た
と
言

え
る
。
そ
れ
は
、
金
正
日
・
金
正
恩
体
制
が
軍
の
完
全
掌

握
を
引
き
続
き
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。「
先
軍
政
治
」
は
、東
欧
革
命
が
直
接
的
な
契

機
と
な
っ
て
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１
９
８
９
年
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
・
ル
ー
マ
ニ
ア
大
統
領

処
刑
は
、
軍
が
指
導
者
を
裏
切
ら
な
い
こ
と
こ
そ
体
制
維

持
の
絶
対
条
件
で
あ
る
と
の
教
訓
を
北
朝
鮮
に
も
た
ら
し

て
い
た
。
今
後
、
後
継
体
制
整
備
に
向
け
て
、
軍
の
歓
心

を
買
う
た
め
に
一
時
的
で
あ
る
に
せ
よ
強
硬
策
を
と
る
可

能
性
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
今
回
の
一
連
の
動
き
は
、
金
正
恩
体
制
の
始

ま
り
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
金
正
日
体
制
下
で
、
そ
の

権
威
を
受
け
継
い
だ
後
継
者
が
誰
で
あ
る
の
か
が
公
表
さ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
世
襲
で
あ
る
以
上
、「
金
日

成
民
族
」「
金
日
成
朝
鮮
」
を
従
来
以
上
に
強
調
す
る
教

育
・
教
化
に
よ
っ
て
「
正
統
性
」
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
回
30
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
党
規
約
序
文
で

も
、
そ
の
傾
向
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
金
正
日
体
制
は
、
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
必

要
性
に
つ
い
て
も
強
く
認
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
今

年
は
「
軽
工
業
と
農
業
に
拍
車
を
か
け
て
人
民
生
活
で
決

定
転
換
を
成
し
遂
げ
」、「
対
外
市
場
を
拡
大
し
て
対
外
貿

易
活
動
を
積
極
的
に
展
開
」
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

方
針
を
明
示
し
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
民
生
重
視
の

安
定
志
向
で
あ
っ
た
。
後
継
体
制
を
ス
ム
ー
ズ
に
整
備
し

て
い
く
た
め
に
は
、
人
々
の
歓
心
を
買
う
必
要
性
も
あ
る
。

  

「
人
事
の
妙
」

　

党
代
表
者
会
の
招
集
と
同
日
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会

に
よ
り
、
頂
点
の
総
書
記
と
末
端
の
党
細
胞
を
除
い
て
事

実
上
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
党
組
織
の
再
生
が
図
ら
れ

た
。党
幹
部
の
ポ
ス
ト
が
埋
ま
っ
た
こ
と
は
、文
民
に
と
っ

て
昇
任
と
い
う
大
変
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。
今
回

公
表
さ
れ
た
人
事
に
つ
い
て
は
、
金
正
恩
氏
の
公
式
化
以

外
に
も
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
大
将
よ
り
格
上
の
次
帥
称
号
が
与
え
ら
れ
た

李リ

英ヨ
ン

浩ホ

総
参
謀
長
の
台
頭
で
あ
る
。
金
正
恩
氏
と
と
も
に

中
央
軍
事
委
副
委
員
長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
常
務
委
員
の

ポ
ス
ト
も
得
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
軍
の
重
鎮
で
あ
る

呉オ

克グ
ン
ニ
ョ
ル烈
国
防
委
副
委
員
長
は
、中
央
委
員
に
と
ど
ま
り
、そ

れ
以
上
の
党
の
要
職
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
金

正
日
総
書
記
の
妹
婿
で
、
金
正
恩
氏
の
重
要
な
後
見
役
と

目
さ
れ
て
き
た
張チ

ャ
ン

成ソ
ン
テ
ク沢
国
防
委
副
委
員
長
の
常
務
委
員
会

入
り
も
な
く
、
政
治
局
員
候
補
、
中
央
軍
事
委
員
に
と
ど

ま
っ
た
。
常
務
委
員
は
、
金
正
日
総
書
記
、
金キ

ム

永ヨ
ン

南ナ
ム

最
高

人
民
会
議
常
任
委
員
長
、
崔チ

ェ

永ヨ
ン

林ニ
ム

内
閣
総
理
、
趙チ

ョ

明ミ
ョ
ン
ノ
ク禄

国

防
委
第
一
副
委
員
長
、
李
英
浩
総
参
謀
長
の
５
名
で
あ
っ

た
。
長
ら
く
病
に
伏
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
動
静
報
道
も

途
絶
え
て
い
る
趙
明
禄
第
一
副
委
員
長
が
名
を
連
ね
た
の
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は
意
外
で
あ
っ
た
。

　

権
力
者
の
い
る
機
関
に
実
権
が
移
る
の
は
世
の
常
で
あ

り
、
金
正
恩
氏
が
副
委
員
長
と
な
っ
た
中
央
軍
事
委
の
位

相
が
高
ま
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
高
齢
の
趙
明
禄
第
一
副

委
員
長
が
遠
か
ら
ず
常
務
委
員
会
か
ら
抜
け
る
際
、
そ
れ

ら
の
ポ
ス
ト
に
金
正
恩
氏
が
就
く
こ
と
ま
で
計
算
に
入
れ

た
人
事
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

新
指
導
部
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
突
出
し
て
若

い
金
正
恩
氏
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
の
、
よ
く
知
ら

れ
た
幹
部
た
ち
で
あ
っ
た
。
今
回
公
表
さ
れ
た
党
の
人
事

と
国
防
委
員
会
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
長
、
内
閣
総

理
、
さ
ら
に
人
民
武
力
部
長
等
の
要
職
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
と
、
絶
対
的
首
位
で
あ
る
金
正
日
総
書
記
、
お
よ
び

同
じ
く
金
日
成
主
席
の
血
を
継
ぐ
妹
の
金キ

ム

慶ギ
ョ
ン
ヒ喜
党
部
長
、

事
実
上
後
継
者
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
金
正
恩
氏
は
別
格

と
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
２
不
在
の
バ
ラ
ン
ス
型
人
事
が
採
ら

れ
た
と
言
え
る
。
防
衛
研
究
所
の
室
岡
鉄
夫
主
任
研
究
官

は
、
こ
れ
を
「
人
事
の
妙
」
と
称
し
た
が
、
言
い
得
て
妙

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
高
権
力
者
の
身
に
緊
急
事

態
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
特
定
の
幹
部
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
こ
と
な
く
、
合
議
に
よ
っ
て
金
正
恩
氏
が
よ
り

高
い
地
位
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
、
い
わ
ば
危
機
管
理
体
制

が
整
っ
た
と
言
え
る
。

  

論
調
分
析
の
妥
当
性
と
限
界

　

今
年
６
月
に
党
代
表
者
会
の
招
集
が
発
表
さ
れ
た
後
、

『
労
働
新
聞
』
の
論
調
は
、「
代
を
継
い
で
伝
統
を
輝
か
し

て
い
く
」
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
、「
革
命
の
継

承
」「
金
正
日
総
書
記
の
子
孫
」「
万
景
台
（
注
：
金
日
成
主

席
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
）
家
門
」「
白
頭
（
注
：
金
正
日
総
書

記
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
）
の
血
統
」、「
革
命
の
第
三
世
代
」

と
い
っ
た
言
い
回
し
を
多
用
し
て
、
後
継
者
の
登
場
を
強

く
に
お
わ
せ
て
き
た
。
北
朝
鮮
国
内
で
は
、
こ
の
『
労
働

新
聞
』
を
読
む
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
特
徴
的
な
表
現
の
出
現
や
そ
の
増
減
は
重
要
な
分
析

素
材
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
顕
著
な
論
調
の
変
化
と
、
党

代
表
者
会
が
わ
ざ
わ
ざ
44
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る
と
い
う
事

実
を
勘
案
す
る
と
、
金
正
恩
氏
の
公
式
化
・
公
然
化
が
そ

の
帰
着
点
で
あ
る
こ
と
を
展
望
す
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
大
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き
な
困
難
は
伴
わ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
外
部
社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
を
収

集
し
、検
証
し
て
も
、い
く
つ
か
の
予
期
せ
ぬ
展
開
が
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
韓
国
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
誤
報
も
今
後
の
教
訓
と
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
金
正
恩
氏
の
名
が
初
め
て
北
朝
鮮
の
公
式
メ

デ
ィ
ア
に
出
て
き
た
の
は
、
党
代
表
者
会
そ
の
も
の
に
関

す
る
報
道
で
は
な
く
、
当
日
未
明
に
発
表
さ
れ
た
、
朝
鮮

人
民
軍
大
将
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
っ
た
。
曲
が
り
な
り
に
も
、
選
挙
で
「
選
出
」
さ
れ

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
ば
か
り
に
、

こ
れ
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
金
正
恩
氏
が
就
任
す

る
可
能
性
の
あ
る
ポ
ス
ト
と
し
て
政
治
局
常
務
委
員
が
一

つ
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
金
正
日
氏
が
公
式

の
場
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
30
年
前
の
前
例
に
足
を
引
っ
張
ら

れ
過
ぎ
た
分
析
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、当
初
予
告
さ
れ
て
い
た
「
９
月
上
旬
」
に
な
っ

て
も
代
表
者
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
理
由
に
つ
い
て
北
朝
鮮
側
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
日
韓
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
よ
う
に
、
８
月
下
旬

と
９
月
初
め
に
北
朝
鮮
を
襲
っ
た
洪
水
被
害
が
表
面
的
な

理
由
に
さ
れ
た
こ
と
は
『
労
働
新
聞
』
で
も
読
み
と
れ
る
。

例
え
ば
、
９
月
17
日
付
の
一
面
ト
ッ
プ
に
「
偉
大
な
領
導

者
金
正
日
同
志
に
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
大
統
領
が
慰

問
電
文
を
送
っ
て
き
た
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

打
電
日
は
「
８
月
23
日
」
で
、
電
文
が
送
ら
れ
て
か
ら
３

週
間
も
経
っ
て
か
ら
と
い
う
不
自
然
な
公
表
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
９
月
15
日
に
は
、
同
月
初
め
の
台
風
で

「
数
十
人
が
死
亡
し
、約
８
３
０
０
世
帯
の
住
宅
が
破
壊
さ

れ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
党
代
表
者
会
に
関
す
る
『
労
働
新
聞
』
の
論

調
は
明
ら
か
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。
開
催
の
意
思
は
明

確
に
示
す
も
の
の
、
後
継
者
の
登
場
を
示
唆
す
る
特
徴
的

な
表
現
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
現
時
点
で

明
確
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

昨
年
４
月
に
は
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
金
正
日
総
書
記
が

委
員
長
を
務
め
る
国
防
委
員
会
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
時
点
で
は
、
筆
者
自
身
も
国
防
委
員
会
を
中
心
に
後
継

体
制
を
整
備
し
て
い
く
も
の
と
展
望
し
て
お
り
、
２
０
１
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０
年
に
党
代
表
者
会
を
開
催
し
て
中
央
軍
事
委
に
副
委
員

長
ポ
ス
ト
を
新
設
す
る
こ
と
な
ど
想
定
外
で
あ
っ
た
。

　

北
朝
鮮
の
内
部
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
部
分
が
多
い

が
、
後
継
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
シ
ナ
リ
オ

通
り
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得
な
い
要
因
も
存

在
し
、
相
当
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
物
事
を
進
め
て
き
た

感
が
あ
る
。

  

「
負
の
遺
産
」
継
承

　

今
年
初
め
か
ら
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
は
、
10
月
を
「
大
祝

典
場
」
に
す
る
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
10
月
10
日
の
党
創

建
65
周
年
を
こ
の
上
な
く
重
視
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
党
代
表
者
会
を
「
９
月
上
旬
」
に
招
集
す
る
と
発
表

し
た
後
は
、
両
者
を
常
に
セ
ッ
ト
で
報
じ
て
き
た
。

　

実
際
、
金
正
日
総
書
記
の
再
推
戴
と
金
正
恩
氏
登
場
を

受
け
、
予
告
通
り
祝
賀
ム
ー
ド
が
演
出
さ
れ
た
と
言
え
る
。

10
月
10
日
夜
に
は
金
父
子
出
席
の
も
と
「
大
慶
祝
夜
会
」

が
平
壌
で
開
催
さ
れ
た
。
同
日
午
前
０
時
に
は
、
金
正
日

総
書
記
が
金
正
恩
氏
や
幹
部
を
引
き
連
れ
て
「
社
会
主
義

朝
鮮
の
始
祖
で
あ
ら
れ
、
朝
鮮
労
働
党
の
創
建
者
で
あ
ら

れ
、
民
族
の
父
で
あ
ら
れ
る
偉
大
な
首
領
金
日
成
同
志
が

永
生
の
姿
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
錦
繍
山
記
念
宮
殿
」
を
訪
問

し
た
。
午
前
に
は
、
金
日
成
広
場
で
慶
祝
閲
兵
式
と
軍
事

パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
は
異
例

に
も
生
中
継
で
そ
の
模
様
を
報
じ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
大
祝
典
場
」
と
な
る
理
由
が
後
継

者
の
お
披
露
目
で
あ
る
と
は
直
接
的
に
述
べ
て
い
な
い
が
、

一
連
の
行
事
は
、
事
実
上
金
正
恩
氏
の
登
場
を
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
世
襲
を
既
成
事
実
化
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
。

ま
た
、『
労
働
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
党
創
建
65
周
年
に
際
し

て
破
格
の
配
給
を
図
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
裏
で
、
日
韓
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
、
３
代

世
襲
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
人
々
の
不
満
の
声
も
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
中
朝
間
の
活
発
な
人
的
往
来
に
伴
う
口
コ
ミ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
流
入
に
よ
っ
て
国
外
の
状
況
も
あ
る
程
度
知
れ

渡
っ
て
い
る
の
が
現
実
だ
が
、
た
と
え
北
朝
鮮
が
情
報
統

制
社
会
に
あ
る
と
し
て
も
、
人
間
に
は
比
較
す
る
能
力
が

備
わ
っ
て
い
る
。
他
国
の
情
報
と
い
う
横
軸
に
欠
陥
が
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あ
っ
た
と
し
て
も
、
20
年
前
、
30
年
前
の
方
が
ま
だ
ま
し

だ
っ
た
と
い
う
縦
軸
で
の
比
較
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
冷
戦
終
結
直
後
に
金
日
成
主
席
が
死
去
し
た
た
め
、

金
正
日
総
書
記
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
時
の
北
朝
鮮
は
未
曽

有
の
食
糧
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
北
朝
鮮
の
人
々
に
は
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
金
日
成
主
席
に
対
す
る
欽き

ん

慕ぼ

の
念
が

あ
っ
た
と
言
う
が
、
経
済
が
最
悪
の
状
況
に
あ
っ
た
時
期

に
台
頭
し
た
金
正
日
総
書
記
に
対
し
て
は
不
満
ば
か
り
募

ら
せ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
不
満
を
抑
え
込
む
暴
力
装
置
が
機
能
し
て
お

り
、金
正
日
総
書
記
の
指
導
力
が
誇
示
で
き
る
う
ち
に
、後

継
者
の
公
式
化
を
強
行
し
て
き
た
と
言
え
る
。
３
代
世
襲

の
意
思
表
明
は
、
長
年
の
疲
弊
し
た
経
済
に
加
え
、
国
際

社
会
の
制
裁
、
貨
幣
交
換
措
置
（
デ
ノ
ミ
）
に
よ
る
混
乱
、

哨
戒
艦
沈
没
事
件
に
伴
う
韓
国
と
の
協
力
中
断
、
さ
ら
に

洪
水
被
害
の
直
後
と
い
う
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た
。
金
正

恩
氏
が
父
親
か
ら
受
け
継
ぐ
「
負
の
遺
産
」
は
計
り
知
れ

ず
、「
正
統
性
」
確
保
の
上
で
も
、
そ
の
克
服
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。

　

ち
ょ
う
ど
30
年
前
の
10
月
、
金
正
日
氏
は
長
年
の
矛
盾

が
露
呈
し
て
経
済
が
下
降
線
を
た
ど
ろ
う
と
し
て
い
た
時

期
に
公
式
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
金
日
成
主
席
の
「
負
の
遺

産
」
を
継
い
だ
金
正
日
総
書
記
は
、
社
会
主
義
体
制
下
に

お
け
る
３
代
世
襲
の
意
思
を
国
内
外
に
闡せ

ん
め
い明

に
し
た
。
金

日
成
主
席
の
血
統
を
継
い
で
い
る
と
い
う
、
自
ら
の
「
正

統
性
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
他
の
選
択
肢

は
、
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

礒㟢敦仁
いそざきあつひと
慶應義塾大学商学部中退。
慶應義塾大学大学院、ソウル
大学大学院を経て、在中国日
本国大使館専門調査員、外務
省専門分析員歴任。現在、東
京大学非常勤講師を兼務。近
著に『北朝鮮入門』（東洋経
済新報社、2010 年）がある。




